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※事前登録後、応募者の登録用ページ発行までに

２営業日程度要することがあります。期限まで

に全ての応募者の登録を済ませられるよう、 

余裕をもって登録を行ってください 

０．全体の概要 

 

本紙「2024年度海外留学支援制度（大学院学位取得型）申請の手引～Q&A・注意事項～」（以下、

「申請の手引」という。）では、応募書類の作成・提出方法やQ＆Aなど補足説明をします。特に明記し

ない限り、大学取りまとめ応募も個人応募も同様の扱いとします。 

「募集要項」をよく読み、「申請の手引」を十分に確認しながら、不備・不足のないように応募書類

を作成し、締切日厳守で提出してください。「募集要項 Ⅳ 資格要件」のうち、一つでも該当しない

場合は審査の対象となりませんので、注意してください。 

 

【大学取りまとめ応募と個人応募】 

大学取りまとめ応募と個人応募の応募時の違いは、事前登録の方法と照会先になります。提出書類や

提出方法は同じです。どちらの方が合格しやすいということもありません。 

 

 

【全体の流れ】 

〈大学取りまとめ応募〉 

（取りまとめ大学） 

 

ｓ 

 

（応募者） 

 

 

 

 

 

 

 

〈個人応募〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募書類準備・提出 

 

１）応募書類作成 

  ・願書ファイル

作成 

  ・台紙及び提出

資料作成 

  ・PDF作成 

  ・顔写真データ 

   作成 

↓ 

２）応募書類提出 

  ・学位応募シス

テム 

 

※推薦者に推薦状依

頼（選考管理番号

を伝える） 

 

 

書面審査 

※締切日までに

不備の無い応

募書類が提出

された者のみ 

※不備がある場

合は書面審査

不可 

 

  面接審査 

※書面審査の

合格者のみ 

日本学生支援機構

のホームページよ

り募集要項・様

式・「申請の手

引」など関連書類

のダウンロード 

※取りまとめ大学

の指示に従う 

日本学生支援機構

のホームページよ

り募集要項・様

式・「申請の手

引」など関連書類

のダウンロード 

事前登録 

  ↓ 

選考管理

番号受取 

 ＋ 

学位応募

システム

案内 

 

取りまとめ

大学に 

①氏名 

②Eメール

アドレス 

③電話番号

を申告し応

募の意志を

伝える 

 

選考管理

番号受取 

 ＋ 

学位応募

システム

案内 

事前登録 

→応募者の登録用

ページ発行 
応募者登録 

 

個人応募者は、 

10月10日（火）13：00 

までに事前登録してくだ

さい 

   取りまとめ大学は、 

10月４日（水）13：00までに事前登録、 

10月10日（火）13：00までに応募者登録してください 
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１．応募締切日時 

～事前登録は必須です。応募者は、各締切日時を厳守し、余裕をもって取り組んでください。～ 

１）事前登録期間 

【大学取りまとめ応募の応募者】 

取りまとめ大学が定める期限までに応募の意志を取りまとめ大学に

必要事項と併せて伝える 

【大学取りまとめ応募の大学担当者】 

2023年９月１日（金）～10月４日（水）13:00（日本時間） 

（事前登録後の応募者登録は10月10日（火）13：00まで） 

【個人応募者】 

2023年９月１日（金）～10月10日（火）13:00（日本時間） 

２）学位応募システムでの 

応募書類受付期間 
2023年9月１日（金）～10月12日（木）13:00（日本時間）必着 

※推薦者による推薦状提出 

受付期間 
2023年9月１日（金）～10月12日（木）13:00（日本時間）必着 

※応募書類の受付はオンライン提出のみです。 

※書類の受領確認のお問い合わせには、一切対応しかねます。推薦状等の提出状況はシステム上で確認

できます。 

※上記期間のいずれか一つでも期限を過ぎた場合、いかなる理由でも応募は受け付けません。 

 

【注意事項】 

【大学取りまとめ応募】 

１：取りまとめ大学が事前登録を行います。その後に発行される応募者の登録用ページから取りまと

め大学担当者が学生氏名やEメールアドレス、電話番号を登録すると、応募者のEメールアドレス

宛に選考管理番号及び学位応募システムの案内が届きます。応募者は学位応募システム上で事前

アンケートに回答すると、応募書類を提出できるようになります。 

２：機構が定める登録期間とは別に、取りまとめ大学が定める応募申請期間があります。必ず取りま

とめ大学に確認してください。 

【共通】 

１：推薦者が推薦状を提出するにあたり、応募者の「選考管理番号」が必要です。締切日に間に合う

ように、計画的に応募者登録を取りまとめ大学に依頼（大学取りまとめ応募）又は、事前登録を

行い（個人応募）、推薦者に推薦状の提出を依頼してください。 

２：提出期限直前はアクセスが集中します。アクセスの集中やインターネット環境の不具合が原因で、

事前登録や学位応募システムによる応募書類の提出ができなかった場合でも、救済措置はありま

せん。提出直前に慌てぬように、計画的に提出してください。 

３：学位応募システムでの応募書類受付期間（10月12日（木）13:00）を過ぎると、応募書類を

学位応募システム上でアップロードできません。Ｅメールに添付して提出するなど、指定の方

法以外で提出された応募書類は受け付けませんので注意してください。 
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４：応募書類の不備、例えば欠落（不足）や記入漏れなどがある場合は、審査の対象となりませ

ん。提出前に再度、不備がないかどうかをよく見直してください。一度学位応募システムで

アップロードして申請が受け付けられると、二度目の登録や応募書類の差し替え・訂正は一

切認めません。 

５：一度学位応募システムでアップロードした書類をシステム上で見ることはできません。提出

する書類については、ご自身の端末等にバックアップを取っておくことをお勧めします。 

 

２．応募書類の準備 

～応募者の記入事項と根拠書類の記載内容が一致していないなどの疑義がある場合は、根拠書類の記載

内容を優先的に審査します。不一致がないように注意深く応募書類を準備してください。～ 

 

２－１．提出資料一覧 

全てのファイルは、指定されたファイル名に変更（「********」は応募者の「選考管理番号」（事前登

録後に発行されます。）とする）の上、提出してください。 

※No.は、募集要項 「Ⅶ 応募方法 ３．応募書類」の①～⑭と対応しています。 

 

 

 

  

No. 提出資料内容 機構のホームページからダウンロードするファイル 台紙要否 提出時のファイル名 摘要

① 応募者の顔写真 - 不要 指定無
写真(40mm×30mm 600×450
ピクセル程度

② 願書様式1
③ 留学先大学情報様式2-1～2-2
④ 様式３「業績等について」
⑤ 様式４「研究計画及び修了後の進路計画書」
⑥ 様式５「日本社会への貢献について」
⑦ 様式３別添　代表的論文の抜粋 代表的論文の抜粋 (様式３別添)提出用台紙 要 KA*********_03.pdf

様式２に記載の留学先大学情報の記載に関する根拠書類

様式2　留学先大学　別添①　大学院　英文大学名

様式2　留学先大学　別添②　大学院　留学先大学住所

様式2　留学先大学　別添③-1　大学院　取得予定学位名

様式2　留学先大学　別添③-2　大学院　取得予定学位に
関する備考

様式2　留学先大学　別添④　大学院　学位取得期間

様式2　留学先大学　別添⑤　大学院　語学要件

様式2　留学先大学　別添⑥　大学院　留学先大学概要

様式2　留学先大学　別添⑦　大学院　在籍課程の概要

⑨ 様式2　留学先大学　別添⑧　大学院　留学先大学からの入
学許可書等（写し）

⑩ パスポートもしくは在留カード（写し） パスポート、在留カード提出用台紙 要 KA*********_05.pdf

語学能力試験証明書等提出用台紙 要 KA*********_06.pdf

＊語学運用能力証明書（様式イ）

⑫ 大学学部以降の卒業（修了）証明書（又は見込み証明書）
（写し）

大学学部以降の卒業（修了）証明書等提出用台紙 要 KA*********_07.pdf

大学学部以降の学業成績証明書提出用台紙
＊GPA計算書（様式リ）

推薦状提出用台紙 要 KA*********_09.pdf 応募者は台紙のみ提出

推薦状 推薦者が提出
応募者が推薦者に推薦状の作成
を依頼する。推薦者が推薦状提
出フォームから提出する。

＊・・・該当者のみ提出 「*********」・・・選考管理番号

願書ファイル（様式１，様式２）

記述ファイル（様式３，様式４，様式５）

⑧

不要 KA*********_01.xlsx

留学先大学根拠資料提出用台紙

元が一つのファイルとなってい
るため分割不可

不要 KA*********_02.pdf

希望大学が1校のみの場合は1
ファイルになります。
　例）KA00001234_04.pdf

希望大学が2校の場合は2ファイ
ル作成してください。
例）
　KA00001234_04-01.pdf
　KA00001234_04-02.pdf要

KA*********_04.pdf
or

KA*********_04-01.pdf
～KA*********_04-

02.pdf

⑪

KA*********_08.pdf

⑭ 推薦状

要

語学能力試験証明書(写し）

大学学部以降の学業成績証明書（写し）及び成績評価基準
（Grading system）

⑬
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２－２．提出資料に関する注意事項または備考 

～提出書類ごとの注意事項や指示に従い、書類を作成してください。 

No. 書類概要 注意事項または備考 

① 写真 ピクセル数（縦、横の大きさ）は２－１．【提出資料一覧】を参照してくだ

さい。写真としてアップロードできるファイルサイズは３MBまでです。

ファイル名に指定はありません。 

② 様式1 応募者の情報を入力します。 

応募要件等の詳細については、募集要項とともに、本手引の「4．応募資格要

件、提出書類についてのQ&A～よくある質問～」を確認してください。 

③ 様式2 留学先大学の情報を入力します。⑧の書類と内容を一致させてください。 

④ 様式3 
本手引の「3．様式３～様式５の記載にかかる記載要領」を参照し、作成して

ください。 
⑤ 様式4 

⑥ 様式5 

⑦ 論文の抜粋 「募集要項 Ⅶ 応募方法」、「台紙」、「応募書類一式サンプル」に留意事

項や指示が記載されています。全て参照・確認の上、作成してください。 

また書類の並び、ファイル名はそれぞれ指定されています。 

 

※例年問い合わせの多い内容については「4．応募資格要件、提出書類につい

てのQ&A～よくある質問～」に記載しています。上記に加えQ&Aも参考に、

書類を作成してください。 

⑧ 様式2 別添 

⑨ 入学許可書 

⑩ パスポート等 

⑪ 語学能力証明書類 

⑫ 学部以降の卒業証

明書等 

⑬ 学部以降の成績証

明書等 

⑭ 推薦状 

 

２－３．応募書類提出方法 

～提出前に「２－１．提出資料一覧」で指定された書類が揃っていることを確認してください。 

 

【応募者が学位応募システムにアップロードするもの】 

提出資料内容・ファイル形式 提出方法 

①応募者の顔写真 学位応募システム「顔写真」からアップロードする。 

②～⑭ 

【EXCEL】【PDF】 

ファイル名を上記２－１．【提出資料一覧】の「提出時のファイル

名」で保存し、学位応募システムの指定されたリンクからそれぞれ

アップロードする。 

※ファイルサイズの上限があるので、アップロードの際に注意する

こと。 

※⑭（KA*********_09.pdf）は台紙のみ 
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【推薦者が推薦状提出フォームにアップロードするもの】 

提出資料内容 提出するファイル形式・ファイル名 

⑭推薦状 ※2通 

・応募者登録（大学取りまとめ応募）又は、事前登録（個人応募）が完

了すると、選考管理番号及び学位応募システムの案内とともに推薦状

提出方法が通知される。 

・応募者は推薦者２名に推薦状作成を依頼する。 

・推薦状を依頼された推薦者は推薦状提出フォームにアクセスし、フォ

ームに入力することにより推薦状を提出します。 

※推薦者が提出する推薦状とは別に、応募者は⑭KA*********_09.pdf

（台紙のみのPDFファイル）を作成し、学位応募システムで提出する

こと。 

※推薦者が推薦状提出時に、応募者の「選考管理番号」を入力する箇所

があるので、応募者は「選考管理番号」を正確に推薦者に伝えるこ

と。 

※推薦状が2通揃わない場合は応募者の応募書類提出が完了していても

応募を受け付けません。 

※推薦者により推薦状提出が完了すると、推薦者にメールが届きます。

このメールが届かない場合は推薦状の提出が完了していませんのでご

注意ください。 

※応募者が学位応募システム上のメッセージで推薦状の提出完了を確認

できるようになるのは、推薦者から提出された書類が、確実に応募者

の書類であることが受付センターで確認でき次第となります。1～2

営業日かかることがあります。 

※学位応募システム（応募者用）と推薦状提出フォーム（推薦者

用）はURLが異なります。 

 

【学位応募システム問い合わせ先】 

「海外留学支援制度（学位取得型）受付センター」 

（受託者）株式会社コスモピア 

〒102-0093 東京都千代田区平河町一丁目1番8号 麹町市原ビル2F 株式会社コスモピア内 

E-mail：ryugakushien_jasso@cosmopia.jp  

電話: 03-6380-9612 （平日10時00分～18時00分） 
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２－４．書類作成前の確認事項【全般的なルール】 

日本語以外で記載された書類を提出する場合の注意 

・応募者が必ず和訳を追記（又は別添を添付）した上で、提出してください。（英文の成績証明書は和

訳不要。） 

 

電子ファイル Excel・PDF 作成上の注意 

・応募者が作成する応募書類の文字のサイズは、審査委員が読みやすいように、10ポイント以上に設定

してください。 

 

・全てのファイルについて、「A4判」で作成してください。A４判よりも小さなサイズの証明書等をス

キャンする場合は、Ａ４判用紙に貼付するなどして、サイズを統一するように努めてください。 

 

・様式の順番、形式を変更しないでください。入力後は印刷・PDF化して、入力した文字や文章が全

て表示されていることを確認してください。 

 

【PDFファイル備考】 

・全ての書類が揃い不足がないことを必ず確認してください。上記２－１．【提出資料一覧】で台紙が

必要とされている資料は、必要事項を記載した台紙とともにPDF化してください。特に、証明書類の

中で両面印刷されているものについては、片面だけでなく、両面ともPDF化されていることを確

認してください。書類の漏れ落ちを防ぐために、応募書類を全て片面印刷してから、スキャンす

ることを強くお勧めします。 

 

・スキャンしたデータを印刷し、不明瞭でないか、欠けがないか、小さすぎないかを必ず確認してくだ

さい。 

 

・PDF化する方法は２種類あります。 

 ①電子ファイルからPDFを作成する方法 

 ②コピー機などでスキャンすることでPDFを作成する方法 

  →②について、コンビニエンスストアなどでPDFを作成する場合は、各コンビニエンスストア

での同サービスの利用方法を調べるようにしてください。 
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＊本様式はＡ４判、１枚におさめてください。 

＊別添で代表的論文の抜粋、又は要旨（必要に応じて要約可）（Ａ４判、２枚以内）を添付してくださ

い。なお、論文執筆言語が日本語以外の場合、①執筆言語による代表的論文の抜粋（Ａ４判、２枚以

内）及び②和訳、の２点が必要です。 

＊提出は添付書類とともに指定のファイル名でPDFファイルにして提出してください。 

3．様式３～様式５の記載にかかる記載要領 

●〈様式3について〉 

【様式３：業績等について】 

 

  選考管理番

号 

KA00001234 氏名 機構太郎 分野 人文・社会科学分野 

様式３ 

３．業績等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●●・・・・ 

次の点を踏まえて、自由に記述してください。 

 

① 研究の経歴・発表論文・表彰等の実績・著書等、アピールしたいことの詳細 

 

② ①の関係年月日 

 

③ 全体でA４判1枚にまとめる 

 

※学長（総長）賞や学会における表彰を受賞している等、顕著かつ明確な実績

がある場合、面接審査においても確認する場合があります。 

 

 

 

・別添について、論文全体の提出は不要です。 

 

・「代表的論文」が共著や共同研究の場合は、共著又は共同研究であることを

明記した上で、応募者自身がどの部分をどのように貢献したか明示したものを提

出してください。 

 

・「代表的論文の抜粋」について、大学学部卒業（見込み）者等で卒業論文がある

場合は卒業論文の抜粋または要旨を提出することが望ましいです。卒業論文がない

場合には、その他の論文やレポートを提出してください。 
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＊本様式はＡ４判、１枚におさめてください。 

＊提出は指定のファイル名でPDFファイルにして提出してください。 

 

●〈様式4について〉 

【様式４：研究計画及び修了後の進路計画書】 

 

選考管理番号 KA00001234 氏名 機構太郎 分野 人文・社会科学分野 

様式４ 

４．研究計画及び修了後の進路計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●●・・・・ 

次の点を踏まえて、自由に記述してください。 

 

① 本制度による留学志望理由を踏まえた研究計画・留学期間中の研究計画・修了後

の進路計画（職業、地位等を含む）について 

 

② ①を「要約」と「詳細」に分けて記述する 

 

③ 留学先大学が第２希望まである場合は、第２希望についても踏まえた内容にする 

 

④ 全体でA４判１枚にまとめる 
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＊本様式はＡ４判、１枚におさめてください。 

＊提出は指定のファイル名でPDFファイルにして提出してください。 

 

●〈様式5について〉 

【様式５：日本社会への貢献について】 

 

  選考管理番号 KA00001234 氏名 機構太郎 分野 人文・社会科学分野 

様式５ 

５．日本社会への貢献について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●●・・・・ 

次の点を踏まえて、自由に記述してください 

 

① 国費で留学をする意味について 

 

② 国費の支援を受けた応募者自身の留学を、どのように日本社会に還元し、国や社

会に貢献していくことができるかについて 

 

③ 留学先での具体的な日本のPR、留学終了後の留学報告会や留学経験を踏まえた社

会貢献活動等の計画について 

 

④ ①～③の内容を「要約」と「詳細」に分けて記述する 

 

⑤ 全体でA４判１枚にまとめる 
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4．応募資格要件、提出書類についての Q&A～よくある質問～ 
～応募に際し、「募集要項」の「Ⅳ 資格要件」について、全て該当することを必ず確認してくださ

い。採否は、要件を満たした者の中で書面審査、面接審査を行い、決定します。～ 

 

●〈過去の応募歴について〉 

【Q1．次の場合は応募できますか？】 

①過去の応募で不合格となった場合 

②過去に本制度に合格し、止むを得ない事情により支援期間前又は支援期間中に辞退した場合 

③過去に「修士」の応募区分で本制度の支援を受け、「博士」の応募区分で応募したい場合 

A１．「募集要項」の「Ⅳ 資格要件」を全て満たしている場合は応募できます。 

 

●〈応募者身分について〉 

【Q２．次の場合は応募できますか？】 

A２．応募できます。 

 応募できる例 備考 

１ 
日本国籍の他に、もう一つ国籍が

ある場合 
支援期間中に、日本国籍を放棄した時点、又は日本への

永住許可が取り消された時点で支援を終了します。留意

してください。 ２ 
重国籍等により、留学に必要な査

証を申請する必要がない場合 

 

●〈応募枠について〉 

【Q３．次の場合は、大学取りまとめ応募と個人応募、どちらで応募しますか？】 

A３．次のとおりです。 

 状況 応募枠 備考 

１ 日本の大学（院）に在籍中 

大学取りまとめ応募 

まず、在籍（卒業）大学に、「大

学取りまとめ応募」により応募

できるか、確認してください。事

情により在籍（卒業）大学が取り

まとめを行わない場合には、「個

人応募」で応募してください。 

２ 日本の大学（院）を卒業した 

３ 
日本の高等専門学校専攻科を修了

した 

個人応募 

- 

４ 
海外の大学（院）に在籍中で、日本

の大学（院）に所属したことがない 

- 

５ 
海外の大学（院）を卒業し、日本の

大学（院）に所属したことがない 

- 
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【Q４．博士課程での応募を希望します。学士課程と修士課程では異なる大学を修了しましたが、取り

まとめはどちらの大学に依頼しますか？】 

A４．どちらの大学でも構いません。どちらの大学が取りまとめを引き受けてくれるか、大学に相談

してください。 

 

【Q５．学んでいる専攻について、第１希望の留学先大学では「自然科学分野」に、第２希望の留学先

大学では「人文・社会科学分野」に区分されていますが、願書の「審査分野」はどのように申請し

ますか？】 

A５．自然科学分野と人文・社会科学分野では審査委員が異なります。審査を希望する分野をいずれ

か選択してください。なお、第１希望と第２希望で、異なる分野の委員に審査を依頼することはで

きませんので留意してください。 

 

●〈学歴・職歴について〉 

【Q６．現在、企業に雇用されています。在職証明書の提出は必要ですか？】 

A６．不要です。在職証明書は、応募書類として求めていません。 

 

【Q7．所得証明書の提出は必要ですか？】 

A7．不要です。所得証明書は、応募書類として求めていません。 

 

【Q8．次の場合は応募できますか？】 

A8．応募できます。 

 応募できる例 備考 

１ 現在在職中の場合 

応募時に企業等に雇用されていても応募できます。 

ただし、在職中の場合は、支援期間が開始する前に退職

する必要があります。支援開始手続き時に「退職証明書」

を提出することにより、退職していることを確認します。 

※正社員として勤務し、留学期間中にその企業等の契

約社員等に身分を変更する場合や休職する場合は、

「退職した」と見なせないため、応募対象外です。 

２ 
在学中の日本の大学院を休学し、

海外の大学院へ留学する場合 

学位取得のための正式な教育課程に入学するのであれ

ば、日本の大学院を休学中に留学する場合も、応募でき

ます。 

３ 

国内の高等専門学校専攻科を修

了又は支援開始時までに修了見

込みの場合 

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構によって「学

士」の学位を授与されている者、又は同機構に「学士」の

学位の授与を申請予定の者等は応募できます。 

４ 

海外の大学において学士の学位

を取得又は支援開始時までに取

得見込みの場合 

海外の高等教育機関において日本の「学士」以上に相当

する学位を取得し、「学校教育法」施行規則第155条第

１項第２号等に基づく日本の大学院への入学資格を持つ
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 応募できる例 備考 

者又は見込み者は応募できます。 

５ 

学士課程で飛び級をする等、「学

士」の学位を取得していないが、

修士の学位を取得済又は支援開

始時までに取得見込みの場合 

本制度では「学士」以上の学位を取得済又は支援開始時

までに取得予定である場合は応募できます。 

６ 

現在留学中で、２年制の修士課程

１年目に在籍し、修士課程２年目

の支援を希望する場合 

標準修業年限内（学位を取得するために留学先大学が定

める最短期間）であれば、留学途中からの支援であって

も応募できます。 

ただし、書面審査と面接審査は、日本から新たに留学す

る応募者と同様の審査を行い、採用された場合は採用年

度（４月～翌年３月）における新たな学年から支援しま

す。 

※学年の区別が明確でない場合は、当該課程での学修・

研究活動開始日を起点として12か月を１学年と見

なします。 

例）2023年９月から留学している場合の支援開始月

は、2024年９月です。 

※３・４・５において、支援開始時までに「学士」以上の学位の取得が確認できない場合は、採用を

取り消します。 

 

【Q9．次の場合は応募できますか？】 

A9．応募できません。 

 応募できない例 備考 

１ 

学士の学位取得後、修士課程への

出願に必要なHonors Degreeコ

ースでの在籍期間中の支援を希望

する場合 

Honors Degree（優等学位）を取得するための追加履

修期間は応募対象外です。 

２ 

学位取得までの最短期間が３年の

課程に現在留学中であるが、３年

で学位が取得できず、６年の在学

年限内での学位取得に向け、第４

学年から支援を希望する場合 

本制度では標準修業年限（学位を取得するために留学先

大学が定める最短期間）を超えて支援することはできな

いため、応募対象外です。 

※標準修業年限≠在学年限 

３ 

学位取得までの最短期間が３年の

課程に現在留学中であるが、最終

学年が2024年3月に始まり、20

25年2月に終了する場合 

2024年4月から2025年3月までに新たな学年が始ま

らず、支援期間が発生しないため、応募対象外です。 

 ※2024年４月から2025年２月までの学年途中の月

からの支援はできません。 
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●〈語学要件について〉 

【Q10．新型コロナウイルス感染症の影響により期間限定で特別に実施されていた「 IELTS 

Indicator」や「TOEFL iBT® Special Home Edition」、また新設の、オンラインで受験で

きる「IELTS Online」や「TOEFL iBT® Home Edition」の結果は、受け付けられますか？】 

A10．受け付けます。ただしIELTSはACADEMICモジュールのみ受付可としています。 

 

【Q11．機構が定める語学基準は満たしています。留学先大学が求める語学能力試験の総合点を超えて

いない場合でも応募できますか？】 

A11．応募できます。留学先大学の語学基準を満たしていることは、応募時の資格要件として求めて

いません。 

 

【Q12．留学先大学からは語学能力試験結果の提出を求められていませんが、語学能力試験結果の提出

は必要ですか？】 

A12．留学先大学の要件に関わらず、応募者は募集要項に記載の機構が定める語学基準を満たしてい

る必要があり、所定の語学能力証明書類を提出する必要があります。 

 

●〈GPAについて〉 

【Q13．いつの成績を計算したら良いですか？提出はどの期間のものですか？】 

A13．成績証明書は、学部以降の成績について、応募時に判明している分を全て提出します。 

※GPAの算出対象は、「大学学部以降の直近（大学学部卒業見込み者又は修士課程修了見込み者は

応募時の在籍課程）」の学業成績です。 

 

 応募時の状況 提出する成績証明書 ＧＰＡの算出対象 

1 学部４年生 

①学部１年次～４年次の学業

成績（４年次は成績評価が判明

している分まで） 

①学部１年次～４年次の学業

成績（４年次は成績評価が判

明している分まで） 

２ 

修士１年生で、途中まで修

士課程の成績評価が判明し

ている 

①学士課程での学業成績 

②修士１年次の学業成績（成績

評価が判明している分まで） 

②修士１年次の学業成績（成

績評価が判明している分ま

で） 

３ 

修士１年生で、修士課程の

成績評価がまだ判明してい

ない 

※成績評価が判明している

直近の課程は学士課程 

①学士課程での学業成績 ①学士課程での学業成績 

４ 修士２年生 

①学士課程での学業成績 

②修士１年次～２年次の学業

成績（２年次は既に成績評価が

判明している分まで） 

②修士１年次～２年次の学業

成績（２年次は既に成績評価

が判明している分まで） 
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 応募時の状況 提出する成績証明書 ＧＰＡの算出対象 

５ 

修士課程修了者で、応募時

点で社会人の場合 

※成績評価が判明している

直近の課程は修士課程 

①学士課程での学業成績 

②修士課程の学業成績 
②修士課程の学業成績 

６ 

２つの修士課程を修了した

博士１年生で、博士課程の

成績はまだ判明していない 

※成績評価が判明している

直近の課程は修士課程 

①学士課程での学業成績 

②２つの修士課程それぞれの

学業成績 

②直近で（＝後から）修了した

修士課程の学業成績 

７ 

ダブルディグリー・プログ

ラムで２つの修士号を同時

期に取得した博士１年生

で、博士課程の成績はまだ

判明していない 

※成績評価が判明している

直近の課程は修士課程 

①学士課程での学業成績 

②２つの修士課程それぞれの

学業成績 

②どちらの修士課程の学業成

績でも可 

８ 

博士１年生で、博士課程の

成績評価はまだ判明してい

ない 

※成績評価が判明している

直近の課程は修士課程 

①学士課程での学業成績 

②修士課程の学業成績 
②修士課程での学業成績 

９ 

学士課程終了後、修士課程

中退（修士課程の途中まで

成績が判明している） 

①学士課程での学業成績 

②修士課程の学業成績（成績が

判明している分まで） 

②修士課程での学業成績（成

績が判明している分まで） 

10 

A大学中退、B大学に編入し

て、B大学で学士号取得し

た社会人 

①B大学（学士課程）の学業成

績 

※A大学の学業成績（単位）が

B大学の成績に反映されてい

ない場合は、A大学（学士課

程）の学業成績も提出が必要 

①B大学（学士課程）の学業成

績 

※A大学の学業成績（単位）が

B大学の学業成績に反映さ

れているかどうかにかかわ

らず、B大学のみで算出す

る。 

11 

学士課程終了後、コミュニ

ティカレッジを修了した修

士１年生で、修士課程の成

績はまだ判明していない 

①学士課程での学業成績 

①学士課程での学業成績 

※コミュニティカレッジでは

学士以上の学位が取得でき

ないため、成績評価がある

直近の課程は学士課程と見

なす。 
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【Q14．GPAは、成績表と学業成績証明書のどちらを基に算出すべきでしょうか？】 

A14．学業成績証明書で算出してください。 

 

【Q15．GPAの算出について、GPAの算出方法説明書（様式リ-2）を提出する必要があるのは、どの

ようなときですか？】 

A15．例えば、海外の大学において、日本とは成績評価の方法が異なる場合などが考えられます。成

績が基準に達しているが、成績証明書においてそれが判別できない場合は、GPAが3.00以上に相

当することを客観的に証明できる書類と応募者の説明が必要です。なお、これらの書類により、妥

当性が認められない場合は、不合格となります。 

 ※成績がGPAに対応していて、GPA 3.00（最高値を4.00とした場合）以下の場合は、成績基準

を満たしていないため、応募対象外です。 

 

【Q16．成績がGPAに対応していない場合で、成績評価が「募集要項」に記載されている評価パター

ンのいずれにも合致しない場合、どのようにGPAを算出すれば良いですか？】 

A16．合理的根拠を示しつつ、最も妥当と判断できるパターンに当てはめて、GPAを算出してくださ

い。なお、この場合には、GPAの算出方法説明書（様式リ-2）とその根拠を記した書類を必ず提出

してください。算出方法とその根拠が記入されていない場合には、GPA3.00（最高値を4.00とし

た場合）以上であると認められませんので、留意してください。 

 

【Q17．直近の課程の学業成績の評価が認定単位（Pass/Fail 等）のみの場合、どのようにGPAを算

出すれば良いですか？】 

A17．PASSは、GP 4.0、FAILはGP 0.0として計算してください。 

 

●〈推薦状について〉 

【Q18．推薦者に制限はありますか？１通でも応募できますか？】 

A18．推薦状は、応募時の状況に関わらず、２名の推薦者が必要です。例外はありません。 
 

現在の状況 推薦者の条件 

（日本又は海外） 

大学（院）に在籍中 
・指導教員等大学教員２名 

大学（院）に在籍してい

ない 

①指導教員等大学教員２名 

又は 

②指導教員等大学教員１名＋大学教員以外１名 

※指導教員等大学教員：在籍（又は卒業）大学の指導教員等、昔の指導教員、学会で知り合った他

大学の教員、海外の大学の教員等を指します。既に大学を退職している方でも構いません。 

※大学教員以外：応募者の専門分野について、学識経験者と言えるほどの十分な知識と高い見識を持

ち、応募者の研究への姿勢をよく知っている方を指します。職場の上司でも構いません。 
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●〈留学先大学について〉 

【Q19．応募できる大学は指定されていますか？】 

A19．特にありません。 

 

【Q20．既に留学中の場合であっても、入学許可書の写しを提出する必要はありますか？】 

A20．既に留学中の課程で支援を希望する場合は、入学許可書の代わりに「在籍証明書の写し」を提

出しても構いません。 

 

【Q21．「留学先大学での取得予定学位が、取得済み学位と同分野かつ同レベルでない」とはどのよ

うな意味ですか？】 

A21．例えば、既に経済学修士の学位を取得済みで、留学先大学において、同じ修士課程で同じ分野

である経済学修士の学位を取得しようとする場合を指します。この場合は、本制度の応募対象外で

す。もし、支援を希望する学位と同じレベルの学位を取得済みで、分野が極めて近い場合には、こ

れまで学修・研究してきた分野と同じではないことを別紙（様式任意）で説明してください。 

 ※同じレベルの学位を取得済みで、同分野のコースワークからリサーチワークになる場合等も、「同

分野かつ同レベル」に該当するため、応募対象外です。 

 

【Q22．次の場合は応募できますか？】 

A22．応募できます。 

 応募できる例 備考 

１ 

すでに取得済みの修士号又は取得

見込みの修士号とは異なる、別の

分野の修士課程に進学する場合 

同じレベル（修士）の学位取得を目指す場合であっても、

異なる分野を学修・研究する場合は応募できます。 

※取得済み学位における専攻分野と、支援希望の専攻

分野が異なることが明確な場合は、別紙での説明は

不要です。 

２ 

日本の大学とのダブルディグリ

ー・プログラムやジョイントディ

グリー・プログラムにより留学す

る場合 

支援対象期間は海外での留学期間のみです。海外での留

学期間が終了し、日本の大学に復学した後に学位を取得

する場合は、「募集要項」の「Ⅳ 資格要件」（２）の「留

学期間終了後」は「学位取得後」に読み替えてください。 

3 

 

海外の複数の大学（A大学とB大

学）が協同して実施するダブルデ

ィグリー・プログラムやジョイン

トディグリー・プログラムにより

留学を希望する場合 

 

 

次の要件を全て満たす場合は、ダブルディグリー・プロ

グラムやジョイントディグリー・プログラムとして応募

できます。要件に該当することが分かる資料を和訳とと

もに提出してください。 

※応募書類には、一つの欄に２つの大学の内容を記入

します。 

①個人でアレンジしたプログラムではなく、海外の大学

同士が協同で実施するプログラムであること 
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 応募できる例 備考 

（ただし、B大学での学修が許可

されるかどうかは応募時には不

明であるが、B大学又は他の選択

肢であるC大学のいずれかに在

籍しなければならないことが留

学先のHPに記載されていること

が前提。） 

②それぞれの大学が、単独でも、修士号又は博士号（希望

する学位）の授与が可能であること 

③B大学について、応募時に必ずB大学に行くことが決ま

っている場合（A大学とB大学での学修が切り離せない

コースになっている） 

又は 

自分が行きたい大学はB大学であるが、入学後にB大学

又はC大学のいずれかに在籍することが制度上選択で

きる（入学後にどちらに在籍するか決まる）と留学先

大学のHP等に記載されていることが応募時に確認で

きる場合（必ずB大学又はC大学に在籍する） 

※この場合でも、応募書類にはA大学とB大学の内容

を記入します。 

又は 

自分が行きたい大学はB大学であるが、応募時にはB大

学かC大学かどちらに在籍するか不明であり、試験で

不合格の場合はB大学にもC大学にもいけず、A大学に

在籍したまま卒業する可能性がある。しかし、支援開

始時までには、B大学に在籍できるかどうか必ず判明

する場合 

※この場合でも、応募書類にはA大学とB大学の内容を記

入します。 

 

【Q23．次の場合は応募できますか？】 

A23．応募できません。 

 応募できない例 備考 

１ 

芸術の実技分野（美術、音楽、舞踊、

演劇、舞台美術等、映画、メディア

芸術）を希望する場合 

文化庁実施の「新進芸術家海外研修制度」で支援対象と

なる場合は、本制度では応募対象外です。詳しくは文化

庁ホームページで確認してください。 

http://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/s

hinshin/kenshu/ 

2 

通信教育（完全オンラインでの授

業や指導教員による研究指導・論

文指導等）により、海外の大学の修

士号又は博士号を取得する場合 

受講する場所が日本であるか、海外であるかに関わらず、

オンラインのみの通信教育という形態は諸外国（地域）

に所在する大学へ留学していると見なせないため、応募

対象外です。 
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●〈支援期間について〉 

【Q24．次の場合は応募できますか？】 

A24．応募できます。 

 応募できる例 備考 

１ 

学位取得までの最短期間が２年

半の修士課程に１学年目から留

学する予定の場合 

本制度では標準修業年限（学位を取得するために留学先

大学が定める最短期間）を支援しますが、修士課程の場

合、１回の採用における最長支援期間は２年（24か月）

です。２年を超える期間を支援することはできません。 

２ 

学位取得までの最短期間が５年

の博士課程に１学年目から留学

する予定の場合 

本制度では標準修業年限（学位を取得するために留学先

大学が定める最短期間）を支援しますが、１回の採用に

おける最長支援期間は３年（36か月）です。３年を超え

る期間を支援することはできません。継続して支援を希

望する場合には、支援期間中に再度応募してください。 

 

【Q25．次の場合は応募できますか？】 

A25．応募できません。 

 応募できない例 備考 

１ 

学位取得までの最短期間が３年

の博士課程で、４年目・５年目の

支援を希望する場合 

標準修業年限（学位を取得するために留学先大学が定め

る最短期間）を超えているため、応募対象外です。 

 

【Q26．次の場合の支援期間は何年ですか？】 

A26．次のとおりです。 

 状況 年数 

1 

１年次から支援開始で、学位取得

までの最短期間が25か月の修士

課程の場合 

例）2024年９月～2026年９月 

支援期間年数は最長支援期間の２年（24か月）です。 

例の場合、支援期間は2024年９月～2026年８月です。 

2 

２年次から支援開始で、学位取得

までの最短期間が２年の修士課程

であるが、任意のインターンシッ

プに参加するため、学位取得に２

年半要する場合 

支援期間年数は１年です。標準修業年限（学位を取得す

るために留学先大学が定める最短期間）を超える期間は

支援できません。 

※要件を満たす場合、支援期間中のインターンシップを

行う期間についても奨学金の支給申請ができます。 

3 

２年次から支援開始で、学位取得

までの最短期間が３年の博士課程

であるが、一般的には４～５年要

することが多い場合 

支援期間年数は２年です。標準修業年限（学位を取得す

るために留学先大学が定める最短期間）を超える期間は

支援できません。 
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 状況 年数 

4 

２年次から支援開始で、学位取得

までの最短期間が３年の博士課程

であるが、その後最長１年間は論

文執筆期間として一般的に認めら

れ、指導教員の指導を受ける場合 

支援期間年数は２年です。標準修業年限（学位を取得す

るために留学先大学が定める最短期間）を超える論文執

筆期間は支援できません。 

※例えば、英国の大学院で標準修業年限後に設けら

れているwriting up period（論文執筆期間）は支

援対象外です。 

５．その他Q&A 

●〈審査について〉 

【Q27．応募者の合格率はどのくらいですか？】 

Ａ27．機構のホームページ（以下のURL）にある過去の応募・採用状況を参照してください。 

（[プレスリリース]海外留学支援制度（大学院学位取得型）応募・採用状況） 

https://www.jasso.go.jp/ryugaku/scholarship_a/daigakuin/press.html 

 

【Q28．書面審査や面接審査における審査のポイントは何ですか？】 

Ａ28．資格要件を満たした者を対象に、提出された書類や面接により総合的に審査します。  

語学力や成績が高ければ優先的に採用されるわけではありません。また、留学先大学のレベル

の高さを審査するのではありません。語学力や成績、留学先大学のレベルが高くても、研究計

画及び修了後の進路計画等の実行性が乏しいと判断される場合には、不合格になります。 

 

【Q29．面接の日程は希望を反映してもらえますか？】 

Ａ29．日程の希望は受け付けていません。 

 

【Q30．オンライン面接の機材は誰が準備しますか？】 

Ａ30．オンライン面接に必要な通信回線や機材は応募者自身で準備してください。 

 

【Q31．オンライン面接の場合、どのような設備を用意すれば良いですか？】 

Ａ31．オンライン面接で必要な機材、環境は次のとおりです。 

①端末：パソコンを推奨します。※パソコンを用意できない場合は、タブレットやスマートフォ

ンも可能です。 

②カメラとマイク：端末に内蔵されているものでも可能ですが、マイクは外付けのものを推奨し

ます。 

③ヘッドセット（イヤフォンマイク）：面接の音声が外部に漏れないようにするためです。 

④十分な速度（下り、上りともに10Mbps以上）が確保できるインターネット回線（有線LAN又

はWi-Fi） 

⑤環境：面接中、受験者以外の人物が出入りしない場所、且つWebカメラ上で受験者の顔がはっ

きり認識できる場所 

 

詳細は、書面審査合格者に対し、別途通知します。 
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●〈支援内容について〉 

～詳細や各種手続きは、後日掲載予定の「手続の手引」で確認してください。～ 

 

【Q32．2024年度の募集要項に奨学金単価について予定とありますが、いつ正式に決まります

か？】 

Ａ32． 2024年度以降の支援内容については、募集要項にあるとおり、2024年度の国の予算編成

が完了するまで、支給方法及び内容が確定できません。国の予算は12月～1月に閣議決定され、年

度内に国会審議を経て確定しますので、応募者には1月頃に支援内容をお知らせできる予定です。 

 

【Q33．奨学金は毎年同じ金額が支給されますか？】 

Ａ33．支援期間中の２年目以降の支援については、募集要項に記載のある留学状況報告等の内容によ

り、更新の可否が決定されます。また、支給額は、政府予算は会計年度（４月～翌年３月）ごとに

変わる可能性があり、それに伴い、奨学金月額も会計年度ごとに変わる場合があります。 

 

【Q34．支援期間開始前に、大学が指定する語学学校で学ぶことになる場合、奨学金は支給されま

すか？】 

Ａ34．大学が指定（又は推薦）する語学学校等で学ぶ場合であっても、正式な教育課程に在籍する前

の期間は支援対象外です。 

 

【Q35．授業料の免除を受ける場合や併給する他の奨学金等支給団体から授業料の支援を受ける

場合、奨学金月額の単価に変更はありますか？】 

Ａ35．応募期間時点の募集要項に記載の支援内容では、授業料の自己負担額に関わらず国・地域ごと

に設定した奨学金月額を支給する予定です。ただし、2024年度以降の支援内容については、募集

要項にあるとおり、2024年度の国の予算編成が完了するまで、支給方法及び内容が確定できませ

んので、支援内容を詳細にお答えすることはできません。 

 

【Q36．日本学生支援機構の貸与奨学金との併給は可能ですか？】 

Ａ36．以下について併給を認めています。 

①本制度による給付を受けてもなお経済的支援を必要とする方を対象とした無利子の貸与型奨学金

「第一種奨学金（海外大学院学位取得型対象）」。貸与を希望する場合は、機構ホームページで

申込資格、申込方法、申込先、照会先を確認の上、本制度での採用が決定した後、担当部署にお

問合せください。 

（機構ホームページ） 

奨学金＞奨学金制度の種類と概要＞海外留学のための貸与奨学金（返済必要）＞第一種奨学金

（海外大学院学位取得型対象） 

     https://www.jasso.go.jp/shogakukin/about/kaigai/1shu_gakui/index.html  

②機構が実施する有利子の貸与型奨学金「第二種奨学金（海外）」。貸与を希望する場合は、機構

ホームページで申込資格、募集日程、申込先、照会先を確認の上、担当部署にお問合せください。



大学院学位取得型 

 

22 

本制度に採用されなかった場合にも申し込めます。 

（機構ホームページ） 

奨学金＞奨学金制度の種類と概要＞海外留学のための貸与奨学金（返済必要）＞第二種奨学金

（海外） 

  https://www.jasso.go.jp/shogakukin/about/kaigai/2shu_kaigai/index.html  

③機構が実施する国内の第一種奨学金及び国内の第二種奨学金。日本の大学と諸外国の大学との間

におけるジョイントディグリー及びダブルディグリー等国際共同学位プログラムにより留学す

る場合のみ。 

 

【Q37．奨学金月額の単価は、どのように確認できますか？】 

Ａ37．2024年度以降の支援内容については、募集要項にあるとおり、2024年度の国の予算編成が

完了するまで、支給方法及び内容が確定できません。国の予算は12月～1月に閣議決定され、年度

内に国会審議を経て確定しますので、応募者には1月頃に支援内容をお知らせできる予定です。 

  

【Q38．同じ国・地域でも都市によって奨学金月額の単価は異なりますか？】 

Ａ38．応募期間時点の募集要項に記載の支援内容では、国・地域ごとに奨学金月額を設定し、同じ国・

地域であればどの都市でも支給額は同じとなる予定です。ただし、2024年度以降の支援内容につ

いては、募集要項にあるとおり、2024年度の国の予算編成が完了するまで、支給方法及び内容が

確定できませんので、支援内容を詳細にお答えすることはできません。 

 

【Q39．本制度の奨学金は、修了後に返済が必要ですか？】 

Ａ39．給付型の奨学金であるため、返済は不要です。 
 

【Q40．支援期間中にインターンシップやフィールドワークをすることは可能ですか？】 

Ａ40．可能です。学修・研究上必要なことであれば、インターンシップやフィールドワークを行う期

間も奨学金の支給申請ができます。月初日から月末日までの１か月間全て、留学先大学の所在都市

を離れる場合は、後日掲載予定の所定様式と関連書類の提出により機構に承認されることで、奨学

金月額が支給される予定です。ただし、2024年度以降の支援内容については、募集要項にあると

おり、2024年度の国の予算編成が完了するまで、支給方法及び内容が確定できませんので、採用

後を想定したインターンシップ等の期間中の扱いを詳細にお答えすることはできません。 

 

●〈採用後について〉 

～詳細や各種手続きは、後日掲載予定の「手続の手引」で確認してください。～ 

 

【Q41．応募書類提出後に、留学先大学を変更することは可能ですか？】 

Ａ41．原則として認めません。ただし、止むを得ない事情であると見なされる場合に限り、採用決定

後、再審査を行い、留学先大学の変更が認められる場合があります。 

なお、再審査は審査委員に再度審査を依頼することになるため、再審査をせずに済むよう熟考の
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上、応募するようにしてください。 

 

【Q42．留学先大学を一時不在する場合でも奨学金は支給されますか？】 

Ａ42．2024年度の支援内容については、募集要項にあるとおり、2024年度の国の予算編成が

完了するまで、支給方法及び内容が確定できませんので、採用後を想定した一時不在等の扱い

を詳細にお答えすることはできません。 

 

【Q43．支援期間中に報酬を伴う労働等を行うことは可能ですか？】 

Ａ43．留学先大学でTAやＲＡ等を行い、報酬を受ける場合にも、本制度の支援を受けることは可能

です。また、その他にも、学位取得に向けた学修・研究活動等の遂行に専念でき、学位取得に遅れ

が生じない場合に限り、支援期間中に報酬を得ることは妨げません。ただし、留学先国・地域で報

酬を得る活動をする際、業種・報酬金額・就労時間等に制限があることがあります。必要な査証や

資格等にかかる法令の規定については必ず各自で確認のうえ順守してください。 

 

●〈次回の募集について〉 

【Q44．次回の募集はいつ行いますか？今回と同じ要件や支援内容ですか？】 

Ａ44．次回の募集については未定です。詳細は決まり次第、ホームページにてお知らせします。 
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